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新年を清らかな言葉で迎える（人権作文・

北部地域活性化に向け「上熊井地区活
みんなの広場
まちの話題

加者募集ほか）

ふれあい講演会）

性化取組方針」を策定
暮らしの広場
生涯学習
おしらせのページ

『伝承鳩』

平成27年町内５大ニュース・平成28年まちづくりの展望
小惑星“Hatoyamamachi”誕生記念シンポジウム

p  8

p  6

p  4 p14
p10

p16
p18
p20
p24

p  2
p  3

……………………
………………………

……………………
…………………………

………………
…………………………

 …………
 …………

………………………

………………………

…………



　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１
部
で

は
、命
名
く
だ
さ
っ
た
天
文
家
の

渡
辺
和
郎
氏
か
ら
命
名
認
定
証
の

受
贈
と
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、基
調
講
演
と
し
て
、元
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直
子
氏

に
、実
体
験
に
基
づ
く
貴
重
な
お

話
を
い
だ
き
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、渡
辺
氏
、山
崎

氏
、元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ〝
だ
い
ち（
Ａ

Ｌ
Ｏ
Ｓ
）〟サ
イ
エ
ン
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
、現
在
は
東
京
電
機
大

学
理
工
学
部
教
授
の
島
田
政
信

氏
、小
峰
孝
雄
鳩
山
町
長
の
４
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
加
え
、元
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
宇
宙
環
境
利
用
推
進
部
長

で
、現
在
は
宇
宙
と
人
を
つ
な
ぐ

ス
ペ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

寺
門
邦
次
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　

鳩
山
町
に
は
、地
球
観
測
と

気
象
衛
星
の
デ
ー
タ
を
受
信

す
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
小
惑
星

〝H
atoyam

am
achi

（
鳩
山
町
）〟

の
誕
生
に
よ
り
、小
さ
く
て
も
宇

宙
に
近
い
町
が
、さ
ら
に
宇
宙
に

近
づ
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、宇
宙
や
地
球
観
測

の
パ
ネ
ル
展
示
や
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

グ
ッ
ズ
な
ど
を
取
り
扱
う「
宇
宙

の
店
」に
よ
る
商
品
の
展
示
・
販

売
も
行
い
ま
す
。

　

宇
宙
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
に
、ま
た「
宇
宙
に
近
い

町　

鳩
山
」を
感
じ
に
、ぜ
ひ
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

町
で
は
、平
成
25
年
に「
北
部
地

域
活
性
化
基
本
条
例
」を
制
定
し
、

泉
井
地
区
と
上
熊
井
地
区
を
推
進

地
区
と
し
て
選
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
し
て
、各
地
区
の
皆

さ
ま
と
協
議
を
重
ね
、昨
年
の
３

月
に
泉
井
地
区
で
、11
月
に
上
熊

井
地
区
で（
詳
細
は
４
・
5
㌻
を

参
照
）、そ
れ
ぞ
れ「
活
性
化
取
組

方
針
」が
決
定
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け「
は
と
や
ま
毎
日
１
万
歩
運

動
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。半
年

間
に
わ
た
り
、毎
日
１
万
歩
を
目

標
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、そ

の
効
果
を
検
証
し
ま
す
。ま
た
、今

宿
地
区
の
食
品
系
ス
ー
パ
ー
が

タ
ー
に
迎
え
て
、宇
宙
の
魅
力
と

可
能
性
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

撤
退
後
、誘
致
に
よ
り
進
出
し
た

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
工
事
が

進
み
、同
月
に
開
店
し
ま
し
た
。

　

小
惑
星
の
名
前
に
鳩
山
町
が

命
名
さ
れ
た
と
い
う
、う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。こ
れ

を
記
念
し
、町
で
は
、「
宇
宙
に
近

い
町　

鳩
山
」を
よ
り
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、１
月
23
日
に
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。（
詳

細
は
３
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
と
同
時

配
布
の
チ
ラ
シ
を
参
照
）

　

鳩
山
町
内
で
の
交
通
事
故
死
亡

者
ゼ
ロ
の
更
新
日
数
が
、12
月
中

に
２
５
０
０
日
を
突
破
し
ま
し

た
。こ
の
１
月
号
の
編
集
時
点
に

お
い
て
も
、ま
だ
更
新
中
で
す
。今

後
も
、よ
り
一
層
の
交
通
安
全
を

進
め
る
た
め
、交
通
ル
ー
ル
を
守

る
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
間
事
業

者
に
よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
を
整
備
し
ま
す
。こ
の
住
み

慣
れ
た
鳩
山
に
、い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構

築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。な
お
、昨

年
12
月
か
ら
既
存
施
設
の
解
体
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
は
、老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
、最
新
設
備
を
備
え
た

施
設
に
建
て
替
え
る
事
業
で
す
。

平
成
29
年
の
完
成
を
目
指
し
、今

年
の
夏
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

な
お
、長
年
の
懸
案
で
あ
る（
仮

称
）鳩
山
新
ご
み
焼
却
施
設
建
設

問
題
も
、地
元
地
区
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、し
っ
か
り
と
町
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
27
年
に
は「
鳩
山
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び「
鳩
山
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」を
策
定
し
ま
し
た
。人
口
減
少

や
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
に
向

け
、雇
用
の
創
出
や
若
者
世
代
の

定
住
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
、元
気
で
活
力
の
あ
る
、

そ
し
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。そ
の
３
本
柱
は
、北
部

地
域
活
性
化
事
業
、（
仮
称
）福

祉
・
健
康
複
合
施
設
整
備
事
業
、

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

で
す
。

　

北
部
地
域
活
性
化
事
業
は
、平

成
28
年
度
か
ら
一
部
事
業
に
着
手

し
、地
域
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に

よ
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

 　
（
仮
称
）福
祉
・
健
康
複
合
施

設
整
備
事
業
で
は
、廃
校
と
な
っ

た
旧
松
栄
小
学
校
用
地
に
、地
域

壮
大
な
宇
宙
の
魅
力
を
知
り 

夢
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
町
へ

町
内
５
大
ニ
ュ
ー
ス
で
振
り
返
る

　
平
成
27
年
の
主
な
出
来
事

元
気
で
活
力
あ
る 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
へ

231小惑星“Hatoyamamachi（鳩山町）”誕生

パラボラアンテナの町から発信する

宇宙の魅力と可能性

（土）記念シンポジウム

９月に行われた食品系スーパーの
開店式典

　平成 27 年 8 月 29 日、小惑星“Hatoyamama
chi”が誕生しました。発見者の天文家、渡辺和郎
氏が命名してくださったのです。
　地球観測衛星と気象衛星のデータを受信する
パラボラアンテナのある鳩山町では、この小惑
星“Hatoyamamachi”の誕生を記念し、関係機
関の協力のもと、宇宙の魅力と可能性を発信す
るシンポジウムを開催します。

鳩山町まち・ひと・しごと創生総合戦略事業
宇宙のまち“夢づくり”事業

午後１時 30 分～４時
（午後 0時 30 分開場）
in 町文化会館

主催：鳩山町・鳩山町教育委員会、協力：国立研究開発
法人 宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）、東京電機大学理
工学部、一般財団法人リモート・センシング技術センター渡辺和郎氏　山崎直子氏　 島田政信氏　寺門邦次氏

● 鳩山町民の方は予約不要です。当日、直
接会場へお越しください。（先着順）

● 鳩山町外の方は予約が必要です。鳩
山町公式ホームページ（http://www. 
town.hatoyama.saitama.jp/）をご 参 照
または下記まで電話でお申し込みくだ
さい。

●問合せ　役場政策財政課 政策推進担当
☎ 296－1212

健康寿命の延伸に向け「はとやま毎日
１万歩運動」がスタート（９月）

（仮称）福祉・健康複合施設を整備する
旧松栄小学校用地

入場
無料

誕生記念シンポジウム　ＭＥＮＵ

第 1 部　命名式典
１　命名認定証受贈
　命名講演　　天文家　渡辺 和郎　氏
２　基調講演
　講師　　元ＪＡＸＡ宇宙飛行士
　　　　　　　　　　　山崎 直子　氏

第２部　パネルディスカッション
～鳩山町から発信する宇宙の魅力と可能性～
パネリスト　　渡辺 和郎　氏
　　　　　　　山崎 直子　氏
　　　　　　　島田 政信　氏
　　　　　　　小峰 孝雄 鳩山町長
コーディネーター　寺門 邦次　氏

新たな年を迎えた今月号では、平成 27 年を「町内５大
ニュース」で振り返るとともに、平成 28 年におけるまち
づくりの展望をご案内します。

町内５大ニュース×まちづくりの展望
平成27年 平成28年
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農
産
物
直
売
施
設
を
軸
に

町
営
路
線
バ
ス
の
新
設
も

町
と
の
連
携
も
図
り

住
民
が
主
役
の
活
性
化
へ

地
域「
ら
し
さ
」を
活
か
す

を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、地
域
住
民
の
代
表

が
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄

り
、地
域「
ら
し
さ
」を
発
揮
で
き

る
よ
う
、そ
し
て
、「
み
ん
な
が
足

を
運
ん
で
み
た
く
な
る
場
所
」を

目
指
し
て
、検
討
を
重
ね
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
は
、地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な

が
ら
、運
営
組
織
等
も
形
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、地
域
が
持
つ
特

色
を
掘
り
起
こ
し
、誇
り
を
持
て

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ

う
、北
部
地
域
の
活
性
化
に
向
け

て
、町
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

■
問
合
せ　

役
場
北
部
地
域
活
性

化
推
進
室
☎
２
９
６

－

７
８
８
７

　

地
域
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な

く
、新
た
な
課
題
と
向
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

そ
の
ひ
と
つ
に
、地
域
の
魅
力

や
資
源
を
再
発
見
し
て
、人
を
集

め
る
素
材
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

上
熊
井
地
区
で
は
、地
域
資
源

の
活
用
と
観
光
化
を
実
現
す
る
た

め
、そ
の
具
体
的
手
法
の
検
討
組

織
と
し
て
、上
熊
井
地
区
活
性
化

委
員
会
の
中
に
新
た
に
専
門
部
会

　
「
各
種
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
」

は
、交
流
人
口
を
増
や
し
て
地
域

の
観
光
化
を
推
進
す
る
た
め
、文

化
資
源
や
自
然
資
源
を
活
用
し

た
、よ
り
具
体
的
な
施
策
を
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

の
運
営
等
に
も
活
用
で
き
る
場
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

　
「
農
産
物
直
売
施
設
整
備
事
業
」

は
、北
部
地
域
の
主
要
産
業
で
あ

る
農
業
を
振
興
し
、６
次
産
業
化

の
推
進
も
視
野
に
入
れ
、上
熊
井

地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
と

一
体
的
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、地
域
経
済
振
興
の
拠
点

と
す
る
こ
と
で
、地
域
内
外
の
交

流
を
促
進
し
、誰
で
も
気
軽
に
立

寄
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
目
指

し
ま
す
。

　
「
町
道
第
52
号
線
外
整
備
事
業
」

は
、道
路
の
拡
幅
・
直
線
化
並
び

に
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
で
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、広
域
幹

線
道
路
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
「
地
区
内
生
活
道
路
等
整
備
事

業
」は
、地
域
全
体
の
道
路
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
で
、住
環
境
の
向

上
と
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
「
上
熊
井
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
」は
、地
域
交
流
の
拠
点

施
設
と
す
る
こ
と
で
、地
域
福
祉

　

地
域
の
課
題
は
何
か
、ど
ん
な

未
来
を
描
い
て
い
る
の
か
。そ
の

た
め
に
誰
が
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
、必
要
と
な
る
材
料
や
資
源
は

何
か
。こ
の
よ
う
な
事
項
を
み
ん

な
で
共
有
す
る
こ
と
か
ら
、地
域

づ
く
り
・
計
画
づ
く
り
が
始
ま
り

ま
す
。

　

上
熊
井
地
区
で
は
、地
域
の
方

が
主
体
と
な
っ
て
前
述
の
課
題
と

向
き
合
い
、地
域
が
目
指
す
将
来

像
を
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

　町の役割は、すべての町民が豊か
で安心した生活を送ることができる
よう、行政サービスを提供することで
す。また、地域の将来に夢と希望を持
てるまちづくりを進めることも必要
です。
　昨年５月号に引き続きご紹介する
北部地域の活性化は、まちづくりの新
たな一歩の形であり、町の最重要課題
に位置付けられています。
　そのために、地域の人材や自然、資
源、文化活動などを結び、地域内外か
ら多くの方が集まる交流拠点となる
よう、新たな賑わいの創造に向け取り
組んでいきます。

　上熊井地区では、地域が目指す将来
像を街づくりプランにまとめるとともに、
地域の代表８人を構成員とする上熊井
地区活性化委員会を設置しました。
　そして、昨年５月に第１回目となる活
性化委員会を開催し、10月までに全６
回の協議・検討を重ね、上熊井地区活
性化取組方針（案）を取りまとめました。
　そして、11月に開催された大字集会
において、地区の皆さまからの承認を得
て、上熊井地区活性化取組方針が決定
され、地区の計画として位置付けられま
した。
　なお、この取組方針は、地区と町との
協働で策定した、双方の計画となってい
ます。

　昨年の広報５月号に、泉井地区の街づくりの概要をご
紹介しましたが、上熊井地区でも地域の活性化を目指し
た計画を策定しましたのでご紹介します。

北部地域の活性化に向けて
「上熊井地区活性化取組方針」

策定までの歩み

北部地域の活性化は

まちづくりの
新たな一歩

て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、昨
年
７
月
24
日
に
は
、

地
域
と
町
と
の
協
働
で
地
域
の
活

性
化
を
進
め
る
こ
と
を
約
束
す
る

「
活
性
化
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、活
性
化
に
向
け
た
具
体

的
な
施
策
を
検
討
す
る
た
め
、地

域
住
民
で
組
織
し
た
活
性
化
委
員

会
で
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。そ
し

て
、上
熊
井
地
区
の
将
来
像
を
形

づ
く
る
計
画
と
し
て「
上
熊
井
地

区
活
性
化
取
組
方
針
」を
策
定
し
、

昨
年
11
月
に
大
字
の
計
画
と
し
て

も
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

取
組
方
針
に
は
、第
１
期
事
業

期
間（
平
成
28
年
度
～
平
成
32
年

度
）に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し

て
、６
つ
の
事
業
を
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
「
町
営
路
線
バ
ス
新
設
事
業
」

は
、泉
井
地
区
活
性
化
事
業
と
連

携
さ
せ
、北
部
地
域
の
公
共
交
通

空
白
地
帯
を
結
び
、東
武
東
上
線

高
坂
駅
ま
で
の
路
線
を
確
保
す
る

計
画
で
す
。

　

ま
た
、越
生
駅
東
口
の
整
備
に

あ
わ
せ
、越
生
駅
と
高
坂
駅
を
結

ぶ
町
営
路
線
バ
ス
と
す
る
計
画
で

も
あ
り
、町
内
の
公
共
交
通
網
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

泉
井
地
区
に
続
い
て
、上
熊
井
地
区
で
も

　 

「
活
性
化
取
組
方
針
」を
策
定

地域をつなぐ拠点を目指して

1

4
5
6

2
3

■交通網整備

つの事業

上熊井地区活性化取組方針
第１期計画期間中の

■生活周辺環境の整備

■産業振興対策

■各種ソフト事業の推進

町営路線バス新設事業

6

上熊井地区集落センター整備事業

農産物直売施設整備事業

定住者確保
安心安全な社会環境整備
自然を守りながらの町おこし

町道第52号線外整備事業

地区内生活道路等整備事業

概算総事業経費3,000万円
  ※泉井地区活性化事業連携経費

概算総事業経費1億6,200万円

概算総事業経費4億円

概算総事業経費5億円（8億円）
　※（　）は第2期取組方針事業分を含む

概算総事業経費4,300万円

イメージ図
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漫
才
師
林
家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
さ
ん

に
よ
る
、『
人
生
互
い
に
思
い
や
り
～
い

つ
ま
で
も
夢
を
持
っ
て
生
き
よ
う
～
』と

題
し
た
講
演
も
好
評
で
し
た
。（
写
真
右
）

　
「
○
○
の〝
く
せ
に
〟の〝
く
せ
に
〟は
取

る
」「
自
分
が
豊
か
に
な
る
と
人
に
や
さ

し
く
な
れ
る
」な
ど
、笑
い
を
交
え
た
数
々

の
名
言
は
、多
く
の
方
々
の
心
に
刻
ま
れ

た
よ
う
で
す
。

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
町
民
み
ん
な
で
理

解
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト

で
は
、鳩
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で

ス
タ
ー
ト
。軽
快
な
音
楽
で
来
場
者
の
心

も
和
み
ま
し
た
。

　

続
い
て
、町
内
の
小
・
中
学
生
４
人
に

よ
る
人
権
作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
の
純
真
で
ま
っ
す
ぐ
な

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
発
表
に
、会
場
は

大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
人
権
作
文
の
発
表
に

心
を
打
た
れ
た
」。12
月
５
日
、町
文
化
会

館
で
行
わ
れ
た「
人
権
問
題
を
考
え
る
町

民
の
集
い
」で
の
来
場
者
の
一
人
が
口
に

し
た
言
葉
で
す
。

　

デ
モ
ゲ
ー
ム
の
体
験
中
、競
技
し
て
い

る
生
徒
や
先
生
を
は
じ
め
、見
て
い
る
生

徒
も
選
手
も
、終
始
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
直
後
の
感

想
で
も
、皆
が「
手
だ
け
で
動
く
の
は
大
変

だ
け
ど
、と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
」と
次
々

に
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
後
の
講
演
で
は
、競
技
用
と
通
常

の
車
椅
子
と
の
違
い
や
、車
椅
子
で
の
移

動
は
段
差
や
階
段
が
大
変
と
い
っ
た
話
が

あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、選
手
た
ち
の
前
向

き
に
生
き
る
言
葉
の
数
々
は
、多
く
の
生

徒
た
ち
の
心
に
届
い
た
よ
う
で
し
た
。

が
い
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、福
祉
の
心
を
育
て
ま
す
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、関
東
車
椅
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
所
属
チ
ー
ム「
埼

玉
ラ
イ
オ
ン
ズ
」の
齋
藤
智
之
選
手
ら
の

３
人
。全
員
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
足
に
障

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
の
前
に
、ま
ず
行
わ
れ
た
の
は

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
デ
モ
ゲ
ー

ム
で
し
た
。競
技
の
楽
し
さ
を
体
感
し
て

も
ら
い
た
い
、選
手
た
ち
の
そ
ん
な
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
生
き
る
と
は
』

と
題
し
て
、11
月
25
日
、鳩
山
中
学
校
で
行

わ
れ
た「
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」で
も
、す
ば

ら
し
い
言
葉
た
ち
に
た
く
さ
ん
出
会
え
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、町（
健
康
福
祉
課
）と
町

内
小
中
学
校
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る

「
子
ど
も
と
障
が
い
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」

で
す
。学
校
の
授
業
の
中
で
、障
が
い
者
の

方
の
体
験
談
や
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、障

「
人
権
問
題
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」に
見
る

や
さ
し
さ
と
勇
気

「
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」に
学
ぶ

前
向
き
思
考

「やさしさをつなぐバトンパス」

「自分から声をかけていく」

「気持ちを言葉にする勇気」

「皆、同じ人間なんだ」

「障がいがあっても

 “楽しい”は同じ」

「できなかったら
 工夫する
  あきらめたら進めない」

新年を清らかな
言葉で迎える

人権作文発表での清らか言葉

ふれあい講演会後の
鳩山中学校生徒の清らか言葉

◆�やさしさをつないでいって、バ
トンパスをしていけば、その
やさしさはたくさんの人に広
がっていくと思います。やさし
さの広め方は、つまり、「やさ
しさバトンパス」です。
◆�どんな人とでも、勇気を持って
話しかければ、心が温まり、な
かよくなって、近い関係にな
れると思います。これからは、
色々な人と仲良くなれるよう
に、自分から声をかけていきた
いです。

◆�その子がちゃんと嫌だと言って
くれたので、もう言わないように
しようと反省できました。気持ち
を言葉にするって勇気のいるこ
と。勇気を持って言ってくれたこ
とにとても感謝しています。
◆�「人種差別はあってはならない、
皆同じ人間なんだ」という考え方
に変えてくれた黒人男性との出
会いは、自分を支えてくれた体験
で、一生忘れません。

◆�障がいがある方は大変でつらいと思っていま
したが、実際には楽しいことや生きがいもたく
さんあってとてもすごいと思いました。
◆�「失った物より残っている物を大切にしよう」
と聞いて、私もがんばろうと思いました。
◆�「チームに要らない人はいない」という言葉で
自信が持てました。
◆�多少の差はあるかも知れませんが、色々な人の
協力や気づかい次第で変わるんだなと思いま
した。
◆�「障がい者だから色々な人や優しさ、うれしい
ことや楽しいことに出会えた」ということを聞
き、本当にすばらしいと思いました。

鳥
畑
心こ

は
る花
さ
ん

宮
﨑
か
り
す
さ
ん

山
中
雨あ

め
か花
さ
ん

山
田
拓た

く
み弥
さ
ん

新年号では、町中で出会った素敵な言葉の数々を、「広報紙の年賀状」とし
てお届けします。新年を迎え、新たな気持ちでスタートしてみませんか。

新春
企画

車椅子バスケットボール
チーム「埼玉ライオンズ」
の選手とミニゲームを
楽しむ鳩山中学校の生徒
（写真上）。試合を楽しん
だ後は、齋藤選手らから、
前向きになれる言葉をた
くさんいただきました。
（写真右）

※�作者の了解を得て、原文を編集して掲載しています。なお、人権作文の全文は、２月に全戸配布する予定の人権作文集「あおぞ
ら（第25集）」でお読みいただけます。
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行政トピックス
　

血
液
が
体
の
す
み
ず
み
ま
で
行

き
渡
り
に
く
く
な
る
と
、末
端
の

血
流
が
滞
り
、冷
え
や
コ
リ
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

す
ぐ
に
試
せ
る
体
操
で
、血
行

を
改
善
し
、冷
え
な
い
体
を
つ
く

る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
18
日（
木
） 

午
前

10
時
～
11
時
30
分（
受
付
：
９
時

30
分
か
ら
）

■
内
容　

血
行
を
改
善
し
、冷
え
、

肩
こ
り
を
予
防
す
る
体
操

■
講
師　

近
江
み
よ
子
氏（
健
康

運
動
指
導
士
・
管
理
栄
養
士
）

■
定
員　

30
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。選
外
者
に
は
連
絡
）

■
持
ち
物　

室
内
運
動
靴
、飲
み

物
、タ
オ
ル
の
ほ
か
、動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

２
月
10
日（
水
）

「
血
行
改
善
で
今
年
の
冬

は
冷
え
知
ら
ず
！
今
す
ぐ

試
せ
る
体
操
の
ツ
ボ
！
」

「
カ
ラ
ダ
ぽ
か
ぽ
か
★
し
ょ

う
が
料
理
と
デ
ザ
ー
ト
」

冬
の
体
操
教
室

料
理
教
室

　

寒
い
季
節
、体
を
あ
た
た
め
て

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
し
ょ
う
が

料
理
と
、こ
こ
ろ
が
喜
ぶ
お
い
し

い
デ
ザ
ー
ト
の
料
理
教
室
で
す
。

■
日
時　

２
月
10
日（
水
） 

午
前

10
時
～
午
後
１
時
頃

■
内
容　

ミ
ニ
講
話
、調
理
実
習

■
講
師　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員

（
管
理
栄
養
士
）

■
定
員　

35
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。選
外
者
に
は
連
絡
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

（
て
ぬ
ぐ
い
・
ス
カ
ー
フ
で
も
可
）、

手
拭
き
タ
オ
ル
、室
内
用
上
履
き
、

筆
記
用
具

■
参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
集

金
）

■
申
込
期
限　

１
月
22
日（
金
）

■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ　

町
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
２
９
６

－２
５
３
０

■
対
象
と
な
る
証
明
書　

上
表
の

と
お
り

■
通
知
内
容　

①
交
付
年
月
日　

②
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
及
び

通
数　

③
交
付
請
求
者
の
区
分

（
本
人
等
の
代
理
人
ま
た
は
そ
れ

以
外
の
第
三
者
）

※
裁
判
及
び
紛
争
処
理
に
関
わ
る

特
定
事
務
受
任
者
へ
交
付
し
た
場

合
や
、国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

の
機
関
へ
交
付
し
た
場
合
は
通
知

し
ま
せ
ん
。

■
登
録
受
付
場
所　

役
場
町
民

課
、役
場
東
出
張
所

■
登
録
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

等
）、【
法
定
代
理
人
の
場
合
】戸
籍

謄
本
や
後
見
事
項
証
明
書
等
の
資

格
を
証
明
す
る
書
類
、【
法
定
代

理
人
以
外
の
代
理
人
の
場
合
】委

任
状
、【
住
所
も
本
籍
も
鳩
山
町

以
外
の
方
】本
籍
記
載
の
住
民
票

■
そ
の
他　

送
付
す
る
通
知
に
は

交
付
請
求
者
の
個
人
に
関
す
る
情

報
は
原
則
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

役
場
町
民
課 

町
民

サ
ー
ビ
ス
担
当

☎
２
９
６

－

５
８
９
１

　

本
人
通
知
制
度
は
、住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
謄（
抄
）本
な
ど
の
不

正
請
求
を
抑
制
し
、不
正
取
得
に

よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を

図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

不
正
取
得
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、不
正
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
す
。ぜ
ひ
、本
人
通
知

制
度
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■
登
録
で
き
る
方　

①
鳩
山
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
た
方

②
鳩
山
町
の
戸
籍
簿
・
除
籍
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
有

効
期
限
は
３
月
末
ま
で
で
す
。ま

だ
、受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、早

め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。（
が

ん
検
診
ご
と
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
対

象
者
は
左
表
の
と
お
り
）

　

都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、都
市
計
画
案
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
都
市
計
画
の
決
定
案

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
ご
み
焼

却
場
の
決
定
案（
鳩
山
町
決
定
）

■
縦
覧
期
間
及
び
場
所

期
間
：
１
月
15
日（
金
）
～
29
日

（
金
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
所
：
鳩
山
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
、毛
呂
山
町
ま
ち
づ
く
り
整
備

課
、越
生
町
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

■
意
見
書
の
提
出

　

都
市
計
画
の
決
定
案
に
つ
い
て
、

１
月
29
日（
金
）ま
で
意
見
書
を
提

出
で
き
ま
す
。

対
象
：
鳩
山
町
、毛
呂
山
町
、越
生

町
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人

提
出
方
法
：
所
定
の
様
式（
17
条

縦
覧
意
見
書　

様
式
１
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出（
期
日
必
着
）

※
意
見
書
の
様
式
は
、縦
覧
場
所

ま
た
は
鳩
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

提
出
先
：
〒
３
５
０

－

０
３
９
２　

鳩
山
町
大
字
大
豆
戸
１
８
４
番
地
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鳩
山
町
役
場
本
庁
舎
１
階　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
都
市
計
画

担
当
）

■
問
合
せ　

役
場
ま
ち
づ
く
り
推

進
課 

都
市
計
画
担
当

☎
２
９
６

－

５
８
９
３

愛犬は、必ずリードでつなぎましょう

配水場を清掃します

　埼玉県の条例で、原則として犬をはなすことは禁止されています。
　散歩のときに、犬をリードでつないでいない人をよくみかけます。よくしつけられた犬や、
小さな犬、おとなしい犬であっても、周囲の人の急な動きや大きな音などで攻撃的な行動を
してしまうことがあります。交通事故にあったり、事故を起こしてしまうかもしれません。
　また、「犬が怖い」「犬が苦手」と思う人もいます。そういう人への配慮も大切です。
　リードをつけることはもちろん、とっさの時に対応できるよう、リードは短めに持つことも大切です。リードをつ
けて愛犬を守り、楽しく散歩しましょう。　■問合せ　役場生活環境課☎ 296－5894

　きれいで安全な水を供給するた
め、町では配水場および浄水場の
水槽内の清掃を実施しています。
　今年は、下記の日程により各配
水場の清掃を実施します。清掃作
業は十分注意して行いますが、一
時的に水の出が悪くなったり、水が
濁ったりする場合があります。万一、
赤水などが発生した場合には、下
記までご連絡ください。皆さまのご
理解とご協力をお願いします。
■実施日・場所　①２月４日（木）・
鳩山町配水場　②３月２日（水）・
上沢配水場
■問合せ　役場水道課

☎ 296－1228

対象となる証明書初期段階での発見で死亡率が大きく下がる「がん」

子宮頸
けい

がん・乳がん検診無料クーポン券対象者

大腸がん検診無料クーポン券対象者

住民票関連（除
票含む）

戸籍関連（除籍、改
製原含む）

住民票の写し 戸籍謄（抄）本

住民票記載事
項証明書

戸籍の附票

戸籍記載事項証明書

　

な
お
、ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
再
発
行
で
き
ま
す
。町

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６

－

２
５
３
０

「
冬
の
体
操
教
室
」「
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
案
を

縦
覧
し
ま
す

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

の
皆
さ
ん
　
受
診
は
お
済
で
す
か

鳩
山
町
保
健
推
進
協
力
委
員
が
送
る

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
取
得
防
止
の
た
め

有
効
期
限
は
３
月
末
ま
で

　がんは遺伝するといわれていますが、実は、遺伝による
がんは５％程度と少なく、むしろ、喫煙、食生活および運
動などの生活習慣が原因である方が多いです。しかし、生
活習慣の改善だけでは、発がんリスクをゼロにすることは
できません。
　医学の進歩などにより、現在、がんは約６割の方が治る
ようになりました。特に進行していない初期の段階で発見
し、適切な治療を行うことで、非常に高い確率で治癒します。
がんを初期の段階で見つける「がん検診」は、がんの死亡
率を下げることに非常に有効だと考えられます。（出典：厚
生労働省）

①働く世代の女性支援のためのがん検診未受診者対策緊急支援事業

子宮頸がん無料
クーポン券対象
者（※）

平成４年４月２日～平成５年４月１日生
昭和 62年４月２日～昭和 63年４月１日生
昭和 57年４月２日～昭和 58年４月１日生
昭和 52年４月２日～昭和 53年４月１日生

乳がん検診無料
クーポン券対象
者（※）

昭和 47年４月２日～昭和 48年４月１日生
昭和 42年４月２日～昭和 43年４月１日生
昭和 37年４月２日～昭和 38年４月１日生
昭和 32年４月２日～昭和 33年４月１日生

②新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業

子宮頸がん無料
クーポン券対象
者

平成６年４月２日～平成７年４月１日生
平成元年４月２日～平成２年４月１日生（※）
昭和 59年４月２日～昭和 60年４月１日生（※）
昭和 54年４月２日～昭和 55年４月１日生（※）
昭和 49年４月２日～昭和 50年４月１日生（※）

乳がん検診無料
クーポン券対象
者

昭和 49年４月２日～昭和 50年４月１日生
昭和 44年４月２日～昭和 45年４月１日生（※）
昭和 39年４月２日～昭和 40年４月１日生（※）
昭和 34年４月２日～昭和 35年４月１日生（※）
昭和 29年４月２日～昭和 30年４月１日生（※）

③がん検診推進事業
昭和 49年４月２日～昭和 50年４月１日生
昭和 44年４月２日～昭和 45年４月１日生
昭和 39年４月２日～昭和 40年４月１日生
昭和 34年４月２日～昭和 35年４月１日生
昭和 29年４月２日～昭和 30年４月１日生

※�過去５年（平成 22 ～平成 26 年度）の間に、鳩山町の実施する上記検
診を一度も受診していない方。
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T O W N   R E P O R T ま ち の 話 題

審議会による答申と町議会の議決を経て

第５次鳩山町総合計画を一部改定

親子で楽しみ、多くの交流が生まれた

第９回子育てフェスティバル

福岡 次郎さん、髙
こ う や ま

山 英
ひ で お

男さんが
埼玉県知事表彰

答
申
書
を
提
出
し
た
石
井
会
長（
写
真

右
）と
福
岡
副
会
長（
写
真
左
）

県
知
事
表
彰
を
受
け
た
福
岡
さ
ん（
写

真
左
）と
髙
山
さ
ん（
写
真
右
）

※12月２日現在、お手紙風船のお返事が、千葉県や茨城県などから34通届きました。「遠くから届いたことにびっ
くり」「幸せな気持ちになりました」など、心温まるメッセージを多くいただきました。ありがとうございました！

①

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

④

⑥

③②

　11 月14日付けで福岡次郎さん（69 歳・大橋）と髙
山英男さん（66 歳・赤沼）が埼玉県知事表彰を受け、
11 月20日に町役場で伝達式が行われました。
　福岡さんは、平成５年からの４年間を鳩山町商工会
監事、平成 11 年からの８年間を同会副会長、平成 18
年から現在までの９年間にわたり鳩山町商工会長とし
て、産業の振興にご尽力されています。
　髙山さんは、昭和 46 年５月から 37 年余にわたり鳩
山村及び町職員を、平成 20 年 10 月から４年間にわた
り鳩山町副町長として、延べ 41 年余にわたり、地方自
治の振興にご尽力されました。

　「第５次鳩山町総合計画一部改定案」について、町
長より諮問を受けた鳩山町総合振興計画審議会が、
11 月12日、町長公室で改定案に関する答申書を小峰
孝雄町長に手渡しました。
　公募委員や有識者等で構成された同審議会では、
平成 27 年７月からこれまで全５回の会議を重ね、一部
改定案について調査及び審議を重ねてきました。町で
は、本答申を踏まえ、同計画の一部改定案を平成 27 年
第４回定例会に上程し、12 月８日に町議会の議決を
いただきました。

　11 月 21日、町立鳩山幼稚園で、親子のふれあいや
子育て関係団体の交流を目的に「第９回鳩山町子育て
フェスティバル」（はとやま子育てネットワークくるっ
くー主催。事務局：役場健康福祉課）が開催され、多く
の方が多彩な催しを楽しみました。
　当日は、来場者を魅了した劇団かしの樹による影絵
劇からスタート（写真①②）。その後、来場者は毎年人
気のバザーでお気に入りの商品を探したり（③）、山村
学園短期大学保育学科学生の手作りのお楽しみコー
ナー（④）や、子どもが大好きな新聞プール（⑤）やわた
あめなどの軽食販売（⑥）などを親子で楽しみました。
　また、今回の催しでは「保護者や少し大きなお子さ
んも楽しめるようにしたかった」とくるっくー代表の濱
野麻衣さんが語るように、季節の寄せ植え（⑦）やトー
ルペイントなどの大人向けのワークショップと、どろだ
んご作り（⑧）や割りばしてっぽうづくり（⑨）なども用
意されました。
　イベントの最後は、恒例の「お手紙風船｣。参加者の
思いを込めたメッセージカード付きの約 150 個の風船
が、歓声とともに一斉に舞い上がりました（⑩⑪）。

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
松
本
さ
ん

表
彰
を
受
け
た
、（
前
列
左
か
ら
）
岡
田
さ

ん
、
村
田
さ
ん
、
今
福
さ
ん
、
山
下
さ
ん

代
理
の
田
中
校
長

松本 好
よ し

生
お

さんが旭日双光章、
青木 滋

し げ

麿
ま ろ

さんが瑞宝小綬章を受章

鳩中生４人が各賞を受賞

税に関する作文表彰式

　11 月3日付けの平成 27 年秋の叙勲で、町内でも松
本好生さん（81 歳・小用）と青木滋麿さん（77 歳・松ヶ
丘）が各章を受章されました。
　松本さんは、昭和 59 年６月から 28 年間にわたり、鳩
山町選挙管理委員会委員を務められ、うち 24 年間を
同委員長としてご活躍されたことから、旭日双光章の
受章となりました。
　青木さんは、元日本電信電話公社国際局次長や独
立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）において、国内外
の電気通信分野の発展に長年にわたり貢献されたこ
とから、瑞宝小綬章の受章となりました。

　税について理解を深めてもらうため、中学生と高校
生を対象に毎年行われている「税に関する作文」で、鳩
山中学校から４名の生徒が各賞を受賞しました。生徒
たちは、11 月18日に町役場で行われた表彰式で、小
峰孝雄町長らからお祝いの言葉をもらいました。
　なお、受賞者は以下のとおりです。

【埼玉県納税貯蓄組合総連合会優秀賞】岡田 亜
あ み

美さ
ん（１年）、【鳩山町長賞】村田 日

ひ よ り

和さん（２年）、【東松
山地区納税貯蓄組合連合会長賞】今

い ま ふ く

福 亜
あ み

美さん（１
年）、【東松山県税事務所長賞】山下 知

ち

華
か

さん（２年）

⑤
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T O W N   R E P O R T ま ち の 話 題

70チームがたすきリレーで完走

第33回鳩山駅伝大会

▼

音
楽
も
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

大
好
評
だ
っ
た

熱
々
の
豚
汁▼

▲はーとんもみんなとイベ
ントを楽しんだよ♪ みんなで走りきっての

ゴールはうれしさも倍増
思いを込めたたすきリレー
（一部・第３中継所）

成
長
を
願
っ
て
ウ
グ
イ
を
放
流
す
る
児

童

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
初
と
な
っ
た
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
は
、
世
代
を
超
え
た
新
た
な
交
流

を
た
く
さ
ん
生
み
ま
し
た
。

お
菓
子
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
を
楽

し
む
子
ど
も
た
ち

きれいな川を願って

亀井小児童が越辺川にウグイを放流

ニュータウンふくしプラザで

クリスマス＆オープンカフェ

鳩山町青少年相談員協議会による

「お菓子の家づくり」

　11 月29日、第 33 回鳩山駅伝大会が開催され、多く
の選手が、たすきをつなぎ秋の鳩山路を駆け抜けまし
た。今年は、町内外から過去最大となる 70 チームが参
加。各チームの選手らが、沿道からの声援を受けるな
ど、駅伝を通じて交流を深めました。
　各部の表彰結果は、以下のとおりです。

【第１部 一般の部（参加：31チーム）】第１位：鳩山高
校駅伝チーム（41 分 40 秒）、第２位：坂戸西高Ｃ（42
分 26 秒）、第３位：東松山市立東中学校（43 分 24 秒）

【第１部 女子の部（参加：11チーム）】第１位：山村国
際高等学校（50 分 52 秒）、第２位：松山北中 陸上部
女子（51 分 14 秒）、第３位：坂戸西高（54 分 12 秒）

【第２部 少年の部（参加：19 チーム）】第１位：東松山
陸上スポ少 あゆみん（35分12秒）、第２位：南小スポー
ツ少年団ムサシ（35 分 27 秒）、第３位：ＪＪＦ ＫＩＤＳ

（35 分 48 秒）
【第２部 一般の部（参加：9 チーム）】第１位：東松山陸
友会（33 分 55 秒）、第２位：東松山陸上スポ少 父母
会＆コーチ（34分08秒）、第３位：学童銀河フレンズ（37
分 15 秒）

　12 月２日、「きれいな川づくり作戦」事業として、亀
井小学校５年生が西部漁業協同組合の協力を受けウ
グイ約 1,000 匹を放流しました。この事業は、身近な川
での魚放流体験を通して、清流を残していくことや、魚
類の保護と増殖を目指しています。
　児童たちは、周辺のごみ拾いを行った後、たらいの
中で元気に泳ぎ回るウグイを越辺川に放しました。「初
めて触った」という声も多かった児童たちは、元気に泳
ぎ回るウグイを見て、「かわいい」「大きくなってね」な
どと声をかけていました。

　12 月６日、ニュータウンふくしプラザで、「第３回ク
リスマス＆オープンカフェ～つなぐ手で地域が輝くま
ち～」が開催されました。ボランティアの皆さんによる
手づくりのイベント会場は多くの人でにぎわい、さまざ
まな交流が生まれました。
　プラザの利用者やボランティアの方などにより鮮や
かに彩られた会場では、ミニコンサートも行われ、音楽
に誘われて立ち寄る方もいました。また、来場者は、パ
ンや小物販売、誰もが楽しめるスカットボールなどを
思い思いに楽しみました。
　来場者の体と心を温めたのは、200 人分のおいし
い豚汁。そして、その準備と当日のおもてなしを行う、
ボランティアの皆さんの気配りや優しさも、訪れた人
の心をあたためていました。
　「初めて来た」という来場者や、「楽しかった」とい
う方も多かった交流イベント。今回の出会いや体験
が、新たな交流のきっかけになれば、主催者が目指す、
人々が手を取り合って、地域や人がもっと元気に、もっ
と住みよい町になっていくのかもしれません。

　12 月６日、町ふれあいセンターで「ウキウキサンデー
冬スペシャル～お菓子の家づくり」が行われ、子どもた
ちが、自由な発想で作品づくりを楽しみました。
　主催したのは、地域のお兄さんお姉さんとして活動
する鳩山町青少年相談員協議会。甘い香りに満ちた会
場には、楽しそうに作品をつくる子どもたちと一緒に、た
くさんの笑顔がはじけていました。
　なお、町では青少年相談員を募集中です。あなたの力
で、子どもたちの笑顔をもっと増やしてみませんか？
※問合せは事務局の役場健康福祉課（☎296－1241）まで

今宿小の児童が古典落語から表現力等を学ぶ

次代を担う子どもの文化芸術体験事業
都市部と鳩山の地域間交流

竹本で中山間地域活動収穫祭

舞
台
で
声
の
出
し
方
な
ど
を
体
験
す
る

児
童

秋
の
実
り
を
囲
ん
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
方
々

　11 月 26日、今宿小学校で「次代を担う子どもの文
化芸術体験事業（巡回公演事業）」による演劇鑑賞教
室が行われ、児童らは、劇団「前進座」の話や芝居から
江戸時代の生活ぶりや、表現力について学びました。
　鑑賞後、児童は前進座の皆さんにお礼の手紙を書き
ました。「江戸のことがよく分かりました」「演技が面
白く、声も出ていて、目線や表情の使い方がとても上手
でした」「前進座の皆さんと演技ができたらと想像し
てみると、ワクワクドキドキでした」などと、楽しんだこ
とを素直に伝えていました。

　11 月29日、竹本地区で「中山間地域活動収穫祭」が
行われ、同地区と以前から交流のある、都内にある事
業者の従業員らとその家族が、近くの農園で自身らが
植え付けた農産物などを味わいました。参加者は、収
穫作業体験した鳩山産のカボチャやダイコンなどの
農産物に大満足していました。
　同地区では、これまでも農業体験により都市部の
方々との交流を深めてきました。活動をきっかけに農
業を始めた方もおり、関係者は「今後も農業の担い手
づくりにつなげていきたい」と話していました。

勢いよくスタート（一部・スタート地点）
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投　稿

投　稿

み
ん
な
で
つ
く
る
楽
し
い
ペ
ー
ジ

み
ん
な

広
場
の

みんなの広場

■「生活習慣病対策」料理教室
　�　生活習慣病予防のための基本講座と
料理教室です。お料理を作ったら皆で
いただきます。
　�日時：１月 19 日（火）�午前 10 時～午
後１時　場所：ふれあいセンター�２
階料理実習室　講師：管理栄養士　紫
藤臣子先生　費用：1,000 円（当日集金）　
定員：�15 人（申込順）　持ち物：エプ
ロン、タオル　申込・問合せ：ふれあ
いセンター☎ 296－6996

■�埼玉ピースミュージアム映画上映会＆
ウィンターナイトミュージアム
　【映画上映会】
　�日時：①１月９日（土）�、②１月 16 日
（土）、③１月 24 日（日）　いずれも午
後１時 30 分から　場所：埼玉ピース
ミュージアム�講堂　上映作品：①「山
河遥かなり」（105 分。フレッド・ジン
ネマン監督作）、②「戸田家の兄妹」（106
分。小津安二郎監督作）、③「キューポラ
のある街」（100 分。吉永小百合主演作）　
費用：無料
　【ウィンターナイトミュージアム】
　�　開館時間を午後４時 30 分から延長
します。展望塔からは、関東平野に広が
る夜景とイルミネーションをご覧いた
だけます。
　�実施日：１月９日（土）、16 日（土）（今
年度最終日）　開館延長時間：午後８
時（入館は午後７時 30 分）まで　問合
せ：埼玉ピースミュージアム（埼玉県
平和資料館）☎ 0493－35－4111

●募集しています●
　掲載を希望する方は下記まで原稿を送付く
ださい。原則、掲載希望月の前々月末日（土日祝
日の場合はその翌日）まで。（原則、先着順）
◆〒350－0392　鳩山町大字大豆戸184－16
　鳩山町役場�政策財政課�広報広聴担当
◆TEL296－1212　FAX296－2594
◆Ｅメールwebmaster@town.hatoyama.lg.jp

今月の作品
右：はやさか　あや　ちゃん

中：ありま　きらら　ちゃん

左：しみず　りゅうのすけ　くん

このコーナーでは、町立図書館「らいぶらりぃ・メイト」
投稿コーナーの絵などを紹介しています。伝言板伝言板

みんなの

はとっ子
タイム

はとっ子
タイム

会員の皆さん（11月25日参加者）

コンサートの様子

菱沼下の谷津田復活の説明をする鈴木伸さん

珠算競技大会に
参加した
はとっ子たち

「
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
１
万

歩
！
見
ど
こ
ろ
多
い
初
冬
の

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」を
実
施

創
立
10
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

鳩
山
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会

はとやまサークル図鑑

 『鳩山パソコンクラブ
杉山教室』

☆

☆

☆

☆

☆
☆

☆

活動開始

活 動 日

活動時間

活動場所

活動内容

入会金等

問 合 せ

平成１９年４月

毎週水・金曜日

午前９時～正午

今宿コミュニティセン

ター

パソコン研修

入会金１，０００円、

会費１回３時間

１，０００円（初回は無料）

杉山　廣子さん

☎２９６－１４６０

　このコーナーでは、鳩山町コ

ミュニティ推進協議会が発行する

「サークルガイド」に掲載されてい

るサークルの活動をご紹介します。

　１０月３１日、県立鳩山高等学校で、そろばん・暗算の技能
を競う「第 70 回埼玉県産業教育比企支部珠算競技大会」が開
催され、町立鳩山中学校が団体の部で優勝し、見事２連覇しま
した。また、小学校の部では、町立鳩山小学校が準優勝しまし
た。（成績は以下のとおり）
【団体の部】鳩山中学校：中澤悠

ゆ う

介
す け

さん（３年）、藤井 望
のぞみ

さん・
佐々木優

ゆ う だ い

大さん・岡田智
さ と

志
し

さん（２年）、吉田亜
あ り さ

里紗さん（１年）
鳩山小学校：梅木 悠

はるか

さん・西幅美
み ら の

来乃さん・清水慎
し ん

之
の

介
す け

さん・
齋藤友

と も き

樹さん（６年）
【個人の部】（中学生）吉田さん（優勝）、中澤さん（２位）、藤井
さん（３位）　（小学生）梅木さん（２位）、西幅さん（３位）

県産業教育振興会比企支部珠算競技大会で
はとっ子が大活躍

︱
活
動
内
容
は

　

各
自
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
寄
り
、

毎
回
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、ワ
ー

ド
で
チ
ラ
シ
や
地
図
を
作
っ
た
り
、

エ
ク
セ
ル
で
の
表
計
算
や
カ
レ
ン

ダ
ー
づ
く
り
、ペ
イ
ン
ト
で
の
写
真

加
工
な
ど
を
学
び
ま
す
。就
職
や

仕
事
、サ
ー
ク
ル
活
動
に
役
立
て

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

︱
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
魅
力
は

　

自
分
の
都
合
の
い
い
と
き
に
来

ら
れ
、子
連
れ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

ま
た
、先
生
が
作
っ
た
分
か
り
や
す

い
資
料
が
多
く
あ
り
、各
自
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。共

通
の
テ
ー
マ
で
も
、ど
の
写
真
や
色

合
い
を
使
う
か
な
ど
、作
り
手
の

個
性
が
出
る
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

作
品
は
、会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
さ
れ
る
た
め
、お
互
い
に
良
い

刺
激
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。頭
も
手

も
使
う
た
め
、認
知
症
予
防
に
も

　

埼
玉
県
と
町
で
は
、健
康
寿
命

延
伸
の
た
め
、「
毎
日
１
万
歩
運

動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
運
動

の
一
環
で
、鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

自
治
会
で
は
、11
月
22
日
に「
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
１
万
歩
！
見
ど
こ
ろ

多
い
初
冬
の
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
35
人
は
、ふ
く
し
プ
ラ

ザ
→
緑
道（
山
道
）→
菱
沼
→
谷
津

田
→
鳩
川
→
氷
川
神
社
→
白
山
神

社
→
十
郎
横
穴
墓
群
→
休
山
寺
五

百
羅
漢
→
信
玄
堤
→
鳩
山
Ｎ
Ｔ
バ

ス
終
点
ま
で
の
、約
３
・
５
㌔
の

１
万
歩
コ
ー
ス
を
体
験
。「
１
万

歩
運
動
の
お
か
げ
で
、地
元
の
新

た
な
発
見
と
勉
強
が
で
き
ま
し

た
」「
仲
間
に
声
を
か
け
て
、ま
た

こ
の
道
を
歩
き
た
い
で
す
」と
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
の
コ
ー
ス
に
は
、以

前
に「
鳩
山
町
全
町
公
園
化
構
想
」

で
選
定
さ
れ
た
拠
点
も
含
ま
れ
て

お
り
、同
委
員
で
あ
っ
た
鈴
木
伸

氏
と
平
井
魚ぎ

ょ

葉よ
う

氏
が
、ハ
イ
キ
ン

グ
中
に
、構
想
の
進
捗
状
況
や
歴

史
的
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
も
行
い
ま
し
た
。

　

町
主
催
の「
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
」

が
き
っ
か
け
で
発
足
し
た「
鳩
山

ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会
」が
、創
立
10

周
年
に
あ
た
り
、10
月
17
日
、ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
。ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
の

講
師
で
あ
っ
た
山
崎
真
彦
氏
の
指

揮
の
も
と
、大
道
寺
俊
平
氏
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
、平
均
年
齢
70
歳
を

超
え
る
８
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、童

謡
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、ビ
ー
ト
ル

ズ
、沖
縄
民
謡
、サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
幅
広
い

分
野
の
20
曲
ほ
ど
を
元
気
は
つ
ら

つ
と
演
奏
。鳩
山
の
文
化
の
一
端

に
触
れ
た
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
で
し
た
。（
Ｓ
・
Ｍ
）

な
り
ま
す
。

︱
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

初
め
は
難
し
く
て
も
、だ
ん
だ

ん
と
面
白
く
な
り
、時
間
を
忘
れ

て
作
業
に
没
頭
す
る
ほ
ど
楽
し
く

な
り
ま
す
。パ
ソ
コ
ン
初
心
者
や
高

齢
の
方
で
も
、先
生
が
優
し
く
教

え
て
く
れ
ま
す
。「
ま
ず
は
や
っ
て

み
る
」の
気
持
ち
で
、ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ギャラリー
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暮らしの『相談室』
１月中旬～２月上旬

■県の法律相談【要予約】
　�日時：１月 12 日（火）･26 日（火）･ ２
月９日（火）　午後１時～４時　場所：
ウェスタ川越４階（県川越比企地域振興
センター相談室）　問合せ：県民相談総
合センター☎ 048－830－7830

■町民法律相談【要予約】
　�日時：１月８日（金）　午前 10 時～正午　
場所：役場３階 301 会議室　問合せ：
総務課☎ 296－1214

■行政相談 ･人権相談【要予約】
　�日時：１月 19 日（火）　午後１時～３時　
場所：町立図書館　問合せ：総務課☎
296－1214

■女性相談【要予約】
　�日時：１月 12 日（火）･ ２月９日（火）　
午後１時～４時　場所：役場３階 301
会議室　問合せ：総務課☎ 296－1214

■生涯学習相談
　�日時：１月 13 日（水）･20 日（水）･27
日（水）･２月３日（水）・10 日（水）　午
後１時～４時　場所 ･ 問合せ：生涯学
習課☎ 296－1263

■教育相談
　�日時：１月 14 日（木）・21 日（木）・28
日（木）・２月４日（木）　午前 10 時～午
後４時　場所 ･ 問合せ：町立鳩山中学
校さわやか相談室☎ 296－2230（直通）

■「いじめＳＯＳフリーダイヤル」
　☎ 0120－783－025（通話料無料）
　（なやみ　ゼロ　にっこり）
　�開設時間：午前８時 30 分～午後５時 15
分（土 ･ 日曜日、祝日、年末年始を除く）
問合せ：教育総務課☎ 296－1227

■ニュータウンふくしプラザ保健師相談会
　�日時：２月８日（月）　午前 10 時～ 11
時 30 分　場所：ニュータウンふくしプ
ラザ　問合せ：健康福祉課☎ 296－1241

■障がい者・障がい児の無料出張相談会
　�日時：１月 20 日（水）　午前 10 時～正
午　場所：役場３階306会議室　問合せ：
入間西障害者相談支援センター●身体・
知的障がいに関すること☎ 283－4700
（FAX共）●精神障がいに関すること☎
283－4755（FAX共）

■夜間納税相談（納付も受け付けます）
　�日時：１月 26 日（火）・２月 25 日（木）　
午後５時 15 分～７時 30 分　場所・問
合せ：役場税務課☎ 296－5892

■消費生活相談
　�日時：１月 14 日（木）・21 日（木）・28
日（木）・２月４日（木）　午前 10 時～正
午、午後１時～３時　場所 ･問合せ：産
業振興課☎ 296－5895

■その他相談
　�日時：平日（月～金曜日）　午前８時 30
分～午後５時　場所 ･ 問合せ：総務課
☎ 296－1214

ごみ・資源収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1/10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 2/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10

…ごみ収集日　A…亀井・今宿地区　B…ニュータウン地区
…可燃物 …不燃物・有害ごみ …紙・布類 …ペットボトル
…びん・かん類 …その他容器包装プラスチック類

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

不

不

不

不

不

不

資紙 資ペ

資ペ

資ペ

資ペ

資紙

資紙

資紙

資紙

資ペ

資ペ

資び

資び

資び

資び

資び

資び

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B
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B

B

B

B
B

B

B B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

ひとくちメモ ごみを減らそう！正しく出そう！

安
心
の
今
日　

明
日
の
た
め
に

暮

広
場

ら
し
の

暮らしの広場

保健センター
便り

1 月中旬～２月上旬

保健センター
TEL 296－2530
FAX 296－2832

相
　
　
　
談

健
　
　
　
診

●
２
歳
児
歯
科
健
診

対
象　

平
成
25
年
９
～
12
月
生

期
日　

１
月
27
日（
水
）

受
付　

午
前
９
時
～
９
時
30
分

場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

み
な
さ
ん
の
不
安
や
悩
み
に
対

し
、臨
床
心
理
士
及
び
保
健
師
、精

神
保
健
福
祉
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
予
約
制
）

対
象　

町
内
在
住
の
方

日
時　

�

１
月
13
日（
水
）　

午
後
２

時
～
４
時

場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
乳
幼
児
健
康
相
談

対
象　

生
後
４
か
月
～
４
歳

期
日　

①
１
月
12
日（
火
）

　
　
　

②
１
月
26
日（
火
）

　
　
　

③
２
月
９
日（
火
）

時
間　

�

①
③
午
前
９
時
30
分
～
11

時

　
　
　

②
午
前
10
時
～
11
時

場
所　

①
③
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

②
つ
ど
い
の
広
場
ぽ
っ
ぽ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

対
象　

平
成
26
年
４
～
６
月
生

期
日　

１
月
14
日（
木
）

受
付　

午
後
１
時
15
分
～
45
分

場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

も
う
お
済
み
で
す
か
？

平
成
27
年
度
対
象
者
の
皆
さ
ま

組
合

●�

高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
可

燃
物
に
関
す
る
こ
と
）

☎
２
７
１

－

１
５
０
０

●�

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
不

燃
物
、有
害
ご
み
、資
源
に
関

す
る
こ
と
）

☎
２
９
４

－

４
１
１
５

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

日
時　

１
月
12
日（
火
）　

午
前
10

時
～
正
午

場
所　

役
場
３
階
３
０
４
会
議
室

申
込
・
問
合
せ
：
１
月
８
日（
金
）

ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
☎
２
９
６

－

５
８
９
２（
閉
庁
日
を
除
く
）

　

寒
く
な
る
と
水
道
管
の
中
で
も

水
が
凍
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。朝
、蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
も
水

が
出
な
い
と
き
は
、暖
か
く
な
り

氷
が
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、急
ぐ

と
き
は
お
湯
な
ど
を
水
道
管
に
か

け
て
氷
を
溶
か
す
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

予
防
策
と
し
て
、凍
ら
な
い
よ

う
に
水
道
管
を
防
寒
材
な
ど
で

覆
っ
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
で

冬
場
の
水
の
使
用
に
つ
い
て

税
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

【
要
予
約
】

年
始
の
ご
み
の
受
入

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

は
、生
涯
に
１
度
だ
け
公
費
助
成

に
て
接
種
が
で
き
ま
す
。肺
炎
は

季
節
を
問
わ
ず
か
か
る
可
能
性
が

あ
る
病
気
で
す
が
、風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
き
っ
か
け
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

冬
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節

で
す
の
で
、予
防
接
種
を
受
け
て
、

肺
炎
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。対
象
、

接
種
方
法
等
に
つ
い
て
は
町
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６

－

２
５
３
０

す
。ま
た
、場
合
に
よ
っ
て
は
凍
っ

て
膨
張
し
た
水
で
水
道
管
が
破
裂

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。宅
内
で

の
水
道
管
の
破
裂
や
水
漏
れ
な
ど

を
見
つ
け
た
ら
、落
ち
着
い
て
、鳩

山
町
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
へ

修
理
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

役
場
水
道
課

☎
２
９
６

－

１
２
２
８

　

１
月
４
日（
月
）午
前
８
時
30

分
か
ら
通
常
業
務
を
行
い
ま
す
。

※
12
月
31
日（
木
）
～
１
月
３
日

（
日
）ま
で
、ご
み
の
搬
入
受
付
、

ご
み
・
資
源
の
収
集
は
行
い
ま

せ
ん
。

■
問
合
せ　

埼
玉
西
部
環
境
保
全

　希望にあふれる新年を
お迎えのことと思います。
皆さまお変わりなく、元
気に歩いていらっしゃい
ますか。まだ残暑厳しい 9
月にスタートしたこの「は
とやま毎日 1 万歩運動」
ですが、早いもので来月はいよいよ皆さまの 6ヶ月間のウォー
キング効果を血液検査、体力測定・身体測定でみていきます。
日程等の詳細は、後日郵送でご案内します。

11月の歩数上位３名
１位：黒田　省三さん�771,013 歩
２位：中村　昇さん　�601,766 歩
３位：宮本きよこさん�499,822 歩

おめでとうございます！

～はとやま毎日１万歩運動～　今月の　　�っとニュース歩
ほ

今月のテーマ

　洗濯洗剤や食器洗い用洗剤・シャンプーなどを購入する際は、ボ
トルタイプではなく、詰め替えタイプの商品を購入するようにしましょ
う。さらに、詰め替えた後の袋は、軽く洗って、「その他容器包装プ
ラスチック」の日に出せば、ごみの減量につながります。

買い物の際は、詰め替えタイプの商品を
購入しましょう。

１月の休日当番医 ※診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医療機関 診療科目 電話番号

１日（祝） 武蔵嵐山病院（嵐山町） 内科 0493－62－7282

２日（土） 平成の森　川島病院（川島町） 内科 049－297－2811

３日（日） ほしこどもおとなクリニック（東松山市） 内科、小児科、アレルギー科 0493－24－0753

10日（日）上野医院（滑川町） 内科、外科 0493－56－2508

11日（祝）中村産婦人科（小川町） 内科、小児科、産婦人科 0493－72－0373

17日（日）上野診療所（川島町） 内科、循環器内科 049－297－6633

24日（日）つかさクリニック（東松山市） 内科、小児科 0493－31－1450

31日（日）中川医院（東松山市） 内科 0493－23－1004

休日や夜間の急病相談 平日夜間時のお子さんの
急病・けがなど■ 電 話 番 号： ① 小 児 救 急 電 話 相

談　＃ 8000、②おとなの救急電話相談　
＃ 7000（ダイヤル回線、IP 電話､ひか
り電話の場合）①☎ 048－833－7911、②
☎ 048－824－4199
■相談時間 : ①（月～土曜日）�午後７時
～翌朝７時､（日曜日、祝日、年末年始）
午前９時～翌朝７時、②毎日　午後６時
30 分～ 10 時 30 分まで

■連絡先：比企地区こども夜間救急
センター☎ 0493－22－2822。（祝日、
年末年始を除く）。　■受付時間：月
～金曜日の午後７時 30 分～ 10 時
■診察時間：月～金曜日の午後８時
から　■場所：東松山医師会病院内
（東松山市新明町 1－15－10）
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人
生
を
も
っ
と
楽
し
も
う

生
涯

習
■ライブラリー

町立図書館 ☎ 296-5660
■エクササイズ

町民体育館 ☎ 296-4900

■カルチャー
公民館・文化会館 ☎ 296-2774

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

本
か
ら
始
ま
る
新
た
な
発
見

カ
ル
チ
ャ
ー

文
化
に
ふ
れ
て
い
き
い
き

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

生涯学習

１
月
の
図
書
館
休
館
日

１
月
の
公
民
館
休
館
日

１
日
（
祝
）～
４
日
（
月
）

１１
日
（
祝
）・
１２
日
（
火
）

１８
日
（
月
）・
２５
日
（
月
）

２９
日
（
金
）

１
日
（
祝
）～
４
日
（
月
）

１１
日
（
祝
）・
１２
日
（
火
）

１８
日
（
月
）・
２５
日
（
月
）

　

こ
ど
も
お
は
な
し
会

町
民
ス
キ
ー

講
習
会

鳩
山
町
少
年
剣
道
大
会

パ
ソ
コ
ン
相
談
会　

１
・
２
月
分

　

シ
ネ
マ
ホ
ー
ル

　

平
成
２８
年
成
人
式

　

う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
の
部
屋

　

ふ
れ
あ
い
演
奏
会
２
０
１
６

　

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

■
①「
バ
ル
ン
く
ん
と
と
も
だ
ち
」

②「
や
さ
い
」③「
か
ん
か
ん
か
ん
」

④「
ご
く
ら
く
も
も
ん
ち
ゃ
ん
」

日
時　

①
②
１
月
８
日（
金
）、③

④
１
月
22
日（
金
）い
ず
れ
も
午
前

11
時
か
ら

場
所　

つ
ど
い
の
広
場
ぽ
っ
ぽ

（
多
世
代
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
）

対
象　

平
成
７
年

４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た

方

日
時　

平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら

会
場　

町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

　

子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
育
み
、

心
を
つ
な
ぐ
交
流
の
場
。町
の
小

さ
な
演
奏
会
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
い
。

　

町
立
図
書
館
で
、保
存
期
限
の

過
ぎ
た
雑
誌
を
、町
民
の
方
を
対

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
お
よ
び
鳩
山
町
ス
キ
ー
連
盟
会

開
催
日　

２
月
14
日（
日
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10

分（
予
定
）（
開
場
は
午
後
１
時
か

ら
）

場
所　

町
文
化
会
館

出
演　

滑
川
町
立
滑
川
中
学
校
吹

奏
楽
部
・
嵐
山
町
立
玉
ノ
岡
中
学

校
吹
奏
楽
部
・
鳩
山
中
学
校
吹
奏

楽
部

内
容　

各
校
の
単
独
演
奏
、合
同

演
奏
の
４
部
構
成
で
す
。

入
場
料　

無
料（
全
席
自
由
４
６

０
席
）

申
込　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

当
日
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

場
所　

町
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

■「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
」

日
時　

１
月
10
日（
日
）午
後
２
時

か
ら（
93
分
）

内
容　

田
舎
町
で
保
険
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
し
て
働
く
ミ
ッ
キ
ー

■
た
の
し
い
絵
本
を
読
ん
だ
り
、

折
り
紙
を
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
16
日（
土
）、２
月
６

日（
土
）　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30

分
か
ら

場
所　

町
立
図
書
館
・
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー

　

こ
の
大
会
は
西
入
間
剣
道
選
手

権
大
会
出
場
へ
の
予
選
会
を
兼
ね

て
い
ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
在
住
者

日
時　

１
月
24
日（
日
）　

開
会

　
「
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
分
か
ら

な
い
」な
ど
、パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る

質
問
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み

可
）

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

期
日　

１
月
14
日（
木
）２
月
19
日

（
金
）

相
談
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
４

時
15
分（
入
退
室
自
由
）

場
所　

町
中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

費
用　

無
料

受
付　

当
日
、町
中
央
公
民
館
へ

「
子
ど
も
大
学
は
と
や
ま
」を
修
了
し
た

児
童
ら

見
事
２
連
覇
を
達
成
し
た
鳩
山
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手

全６回で学ぶ力と生きる力を育てる

鳩山町スポーツ少年団野球大会で

「子ども大学はとやま」を
35人が“卒業”

鳩山野球が２連覇

　子どもの学ぶ力や生きる力などを育てるため
に行われている、町と東京電機大学・山村学園
短期大学との連携事業「子ども大学はとやま」の
第６回「空間をつくる」が、11 月 28 日、東京電
機大学鳩山キャンパスで行われました。木材と
ボルトなどを使い、モノが作り出す「空間」を意
識する実習では、児童らがボルトの固定作業に
悪戦苦闘しながらも見事な製作物を完成させま
した。
　講義後、修了証書授与式が行われ、柏﨑学長が
全員に修了証書を手渡しました。

　11 月 21 日と 22 日、梅沢運動場で「第 33 回鳩
山町スポーツ少年団野球大会」が行われ、地元の
鳩山野球スポーツ少年団が見事優勝し、大会２
連覇を達成しました。
　初日の２試合を完封勝ちし、準決勝を５対３
の接戦で制すと、決勝戦は猛打と堅実な守備に
より、13 対２のコールド勝ちとなりました。「ア
ウトをきちんと取れるプレーができるように
なってきた」と、若菜監督がその成長を語る鳩山
野球。今後の更なる活躍を期待しています。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
予
約

不
要
）

は
、妻
と
別
居
中
、業
績
不
振
で
経

済
状
況
は
最
悪
。あ
る
時
、仕
事
で

訪
れ
た
、町
は
ず
れ
で
暮
ら
す
孤

独
な
老
人
が
、高
額
の
バ
イ
オ
リ

ン
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
知

る
。ほ
ん
の
出
来
心
か
ら
バ
イ
オ

リ
ン
の
窃
盗
計
画
を
思
い
つ
い
た

ミ
ッ
キ
ー
は
、老
人
の
外
出
中
に

家
へ
侵
入
す
る
が･･･

。

■「
キ
ー
ト
ン
の
セ
ブ
ン
・
チ
ャ

ン
ス
」

日
時　

２
月
14
日（
日
）午
後
２
時

か
ら（
56
分
）

内
容　

愛
す
る
メ
ア
リ
ー
に
告
白

で
き
な
い
証
券
マ
ン
に
、27
歳
の

午
後
７
時
ま
で
に
結
婚
す
る
と
い

う
条
件
つ
き
の
７
０
０
万
ド
ル
の

遺
産
が
転
が
り
込
む
。無
数
の
花

嫁
候
補
に
追
い
か
け
ら
れ
、よ
う

や
く
メ
ア
リ
ー
の
家
に
た
ど
り
つ

く
が
…
。チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、ロ
イ
ド

と
並
ぶ
３
大
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
ひ

と
り
、バ
ス
タ
ー
・
キ
ー
ト
ン
の

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
。

象
に
、無
償
で
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時　

１
月
16
日（
土
）
～
24
日

（
日
）の
開
館
時
間
内

場
所　

町
立
図
書
館
２
階
廊
下

※
雑
誌
を
持
ち
帰
る
袋
な
ど
は
、

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

員期
日　

１
月
23
日（
土
）
～
24
日

（
日
）

集
合
・
出
発　
【
中
央
公
民
館
】午

式
：
午
前
９
時
30
分　

競
技
：
午

前
10
時
か
ら

会
場　

町
民
体
育
館
剣
道
場

試
合
種
別　

個
人
戦
・
学
年
別　

①
小
学
生
低
学
年
の
部　

②
小
学

生
高
学
年
の
部　

③
中
学
生
女
子

の
部　

④
中
学
生
男
子
の
部

主
催　

鳩
山
剣
友
会

後
援　

鳩
山
町
体
育
協
会

表
彰　

各
部
の
優
勝
・
準
優
勝
・

第
三
位
に
賞
状
と
賞
品
、参
加
者

全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
。

申
込　

１
月
21
日（
木
）ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

を
大
会
役
員　

武
田 

悟
ま
で
☎

２
９
６

－

２
０
８
８（
当
日
参
加

も
可
）

前
６
時　
【
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
】午
前
６

時
10
分

場
所　

群
馬
県
か
た
し
な
高
原
ス

キ
ー
場（
宿
舎
：
尾
瀬
し
ん
こ
う

荘
）

参
加
費　

大
人
１
万
７
千
円
、小

学
生
１
万
５
千
円（
リ
フ
ト
代
・

昼
食
代
・
貸
し
ス
キ
ー
代
な
ど
は

含
み
ま
せ
ん
）

定
員　

40
人（
申
込
順
）

講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認

指
導
員

申
込　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、１
月
12
日（
火
）ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
町
民
体
育

館
へ
。

問
合
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局

（
町
民
体
育
館
内
）

☎
２
９
６

－

４
９
０
０
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募 集

催 し

相 談

おしらせのページ ※おしらせのページはこちらのページから始まります ※おしらせのページは左ページから始まります

多世代活動
交流センター「美術・出土品展示室」情報

埼玉県市町村職員
採用情報フォーラム2016

埼玉県地震対策セミナー

やさしい成年後見教室

彩の国いきがい大学
第１回特別講座

成年後見制度個別相談会

ひとりぼっちをなくそう 
in 坂戸

鳩山町商工会主催
 行政書士無料相談会

高齢者・障がい者のための
 成年後見無料相談会

武州・入間川プロジェクト
助成団体募集

求人企業合同面接会鳩山町シルバー人材センター
 平成27年度第2回入会説明会

ハローワーク川越・東松山
 福祉の仕事就職面接会

小学生～高校生のための
 春休み海外研修

参加者募集

保育士合同就職面接会

ガラスエ芸体験工房
ガラスエ芸体験 参加者募集

内容：【美術展示室】町所蔵版画展「浮かび上がる仏
の世界～荒ぶる仏とほほ笑む女神～」【出土品展示室】
鳩山窯跡群～ 25 年を過ぎて振り返る大発掘　※新
沼窯跡から出土した瓦のミニ展示も実施中　開室日：
土・日、祝日を除く平日　開室時間：午前９時～午後
５時（入室は午後４時 30 分まで）　入室料：無料　問
合せ：役場生涯学習課 文化財分室☎ 296－3862

　入間川流域で環境保全活動を
行っている市民団体等に対し、助
成金の交付や技術的援助を行いま
す。
助成対象：市民団体、学校等の非
営利団体による公益的な活動（平
成 28 年 4 月1日～ 平 成 29 年 3
月1日の活動）　助成内容：１団体
最大 20 万円　応募方法：３月18
日までに、応募用紙（http://www.
ktr.mlit.go.jp/arajo/ からダウン
ロード可）を下記まで提出　応募
先・問合せ：入間川環境保全支援
委員会事務局（公益財団法人 埼
玉県生態系保護協会内）☎ 048－
645－0570

　入場料無料、予約不要、入退場
自由で採用担当者と直接話しがで
きます。
対象：平成 28 年３月に大学・短
大・専門学校卒業見込の方、３年
以内の既卒者の方　日時：１月15
日（金） 午後１時～４時（受付は正
午～午後３時 30 分）　場所：大宮
ソニックシティビル４階市民ホール　
持ち物：履歴書複数枚　参加企
業：ウェブ サイト（http://www.
kotaikyou-saitama.ne.jp/）に掲載　
問合せ：埼玉県雇用対策協議会☎
048－647－4185

対象：健康で働く意欲のある町内
在住の 60 歳以上の方（※主な就業
先：アール・ケイ・トラック、各ゴ
ルフ場、町内公共施設、各福祉施設
等）　日時：１月19日（火） 午後１
時 30 分から　場所：鳩山町多世
代活動交流センター内　事務所会
議室　問合せ：鳩山町シルバー人
材センター☎ 296－6216

対象：福祉の仕事を希望している
方、ハローワークに求職登録して
いる方　日時：２月２日（火）午後
１時～４時（受付は正午から）　場
所：ウェスタ川越 多目的ホール（川
越市新宿町 1－17－17）　持ち物：
履歴書（複数）、ハローワークカー
ド　問合せ：ハローワーク東松山
☎ 0493－22－0240

対象：小学３年生～高校３年生　
日程：３月26日（土）～４月５日（火） 
９～11日間　※コースにより異なり
ます　場所：英国、豪州、カナダ、フィ
ジー、ニュージーランド、フィリピン　
参加費：39 万 8 千円～ 49 万 8 千
円（１月25日までに申し込むと早
割で１万円割引）　内容：ホームス
テイ、学校体験、地域見学など　申
込・問合せ：２月１日（月）までに公
益財団法人 国際青少年研修会☎
03－6417－9721（E メール：info@
kskk.or.jp）まで

対象：保育士として就職を希望す
る求職者　日時：２月９日（火） 午
後１時～４時（受付開始は午後０
時 30 分）※参加費無料、予約不要　
場所：大宮ソニックシティビル地下
第１展示場　内容：企業人事担当
者との個別面接会、最近の保育事
情が分かるセミナー　持ち物：履
歴書・自己ＰＲ書等複数枚、ハロー
ワークカード（お持ちの方）　参加
企業：70 社（予定）。ウェブサイト

（http://saitama-roudoukyoku.
jsite.mhlw.go.jp/）に掲載　問合
せ：埼玉労働局職業安定課☎ 048
－600－6208 または県少子政策課
☎ 048－830－3349

日時：毎週土曜日（１月２日は除く）　
午前 10 時～正午（予約制）　場所：
多世代活動交流センター　費用：
とんぼ玉（２個）　1,000 円　グラス
絵付け（１個）　800 円　問合せ：
はとやまがらす事務局 金子☎ 296
－4812

　埼玉県内市町村職員の仕事内
容や魅力をＰＲするフォーラムを
開催します。公務員を目指してい
る方、市町村職員に関心のある方
など、多くの方の参加をお待ちし
ています。
日時：２月18日（木）午後１時～４
時（午後０時 30 分開場）※入退場
自由　場所：さいたま市民会館
おおみや 大ホール（ＪＲ大宮駅東
口徒歩 15 分）　内容：基調講演

「地方公務員の本当の魅力」（講
師：JUNO 代表 柴田朋子氏）、大
学生・大学職員・市町村職員に
よるディスカッション、職員への質
問コーナー　定員：1,300 人（先着
順）　費用：無料（事前申込不要）　
問合せ：彩の国さいたま人づくり
広域連合 人材開発部 市町村職
員担当☎ 048－664－6681　※詳
細はホームページ「SAITAMA 
WORKS Navi」を検索してご覧く
ださい。

日時：２月２日（火）　午後１時 30
分～４時（午後０時 30 分開場）　
場所：さいたま市文化センター大
ホール　講演：「防災食備蓄のポ
イントとコツ」（今泉マユ子管理栄
養士）、「いま求められる地域防災」

（片田敏孝群馬大学大学府教授）　
費用：無料（予約不要）　定員：1,558
人（先着順）　その他：大学生ボラ
ンティア団体による東北復興支援
活動の報告など　問合せ：埼玉県
地震対策セミナー実行委員会事務
局（県危機管理課）☎ 048－830－
8141

対象：親族の後見人になった方や
なろうとしている方　日時：１月16
日（土）、２月６日（土）、２月20日（土）　
いずれも午後１時 30 分～４時 30
分（全３回）　場所：大宮ソニック
シティ603 会議室　内容：成年後
見制度とは、後見人の心構えとし
ごとなど　講師：（公社）成年後見
センター・リーガルサポート埼玉
支部会員の司法書士　費用：無
料　定員：50 人（先着順）　申込・
問合せ：１月５日（火）～ 13日（水）
の間に公益社団法人成年後見セン
ター・リーガルサポート埼玉支部

（☎ 048－845－8551）まで。

対象：概ね 55 歳以上　日時：１
月21日（木）　午後１時 45 分～３
時 30 分　場所：和光市民文化セ
ンター小ホール　内容：演題「ガン
が嫌がる食生活」　講師：丁

て い

 宗
む ね て つ

鐵
（日本薬科大学学長）　費用：無料　
定員：230 人　申込：事前に下記
まで電話またはＦＡＸにて　問合
せ：公益財団法人いきいき埼玉☎
048－728－7951　FAX048－728－
7130

日時：１月31日（日）  午前 11 時～
午後４時　※講演会（成年後見及
び相続について）は午前９時 30 分
～ 10 時 45 分　場所：【熊谷会場】
熊谷市男女共同参画推進センター
ハートピア会議室１、【大宮会場】
大宮ソニックシティ９階 903　申
込・問合せ：１月28日（木）午後５
時までに埼玉司法書士会事務局

（☎ 048－863－7861）まで。
※同日午前 11 時～午後４時まで、
電 話 相談（☎ 048－872－8055）も
有。

　「認知症の父の財産管理で困っ
ている」「障がいがある子どもの将
来が心配」など、行政書士が成年後
見制度を中心に様 な々相談に応じ
る個別相談です。
対象：町内在住の方　日時：２
月13日（土）　①午後１時 30 分～
２時 10 分　②午後２時 15 分～
２時 55 分　③午後３時～３時 40
分　※それぞれ各５組　場所：町
ふれあいセンター ３階 301 会議室　
協力：コスモス成年後見サポート
センター 埼玉県支部（行政書士）　
費用：無料　定員：15 組（予約制）　
内容：相続・遺言・成年後見につ
いての個別相談　申込・問合せ：
１月５日（火）～２月５日（金）の間に、
地域包括支援センター（☎ 296－
7700）または役場健康福祉課（☎
296－1241）まで。

対象：精神障害当事者、家族、支援
者、学生、精神保健福祉に関心のあ
る方　日時：１月13日（水）　午後
１時～４時（開場：午後０時 30 分）　
場所：坂戸市文化会館３階　第１
会議室（坂戸市元町17－１）　内容：
①精神障害当事者による体験発
表　②交流会（10 人程度のグルー
プワーク）　定員：100 人（先着順）、
申込不要　参加費：無料　問合せ：
埼玉県精神障害者団体連合会（愛
称：ポプリ）☎ 048－822－9369（火・
木・日曜日の午後１時～４時 30 分）

　相続や遺言、各種許認可申請な
どの相談をお受けします。
日時：１月21日（木）　午前９時～
正午　場所・問合せ：鳩山町商工
会☎ 296－0591
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お知らせ

おしらせのページ

対象：子育てに興味・関心のある方　日時：①１月
19日（火）　②２月２日（火）　いずれも午前 11 時から　
内容：①「親子で楽しむ正月遊び～凧あげ、あぶりだ
し、and more ～」　②ロール
紙芝居「はらぺこあおむし～
バイオリンと一緒に歌おう～」　
講師・出演：①黒澤 一幸 氏（山村学園短期大学保
育学科長、鳩山町子育て会議委員）　②町立鳩山幼
稚園ＰＴＡポンポコの会　費用：無料（申込不要）　
場所・問合せ：つどいの広場（ぽっぽ） （多世代活動
交流センター１階） ☎ 296－7733

　公園デビューはちょっと苦手。でも「この子にお友
だちと私にママ友もほしいかな」というママに。
日時：１月 13 日（水）・２月 12 日（金）　午前 10 時～
正午　場所：ひばり子育て支援センター　参加費：
無料　※ママ用のカップとお子さんの飲み物をお持
ちください。託児は無料です。　問合せ：ひばり子
育て支援センター☎ 296－5694

内容：お散歩、折り紙制作、クッキング、伝承遊び、ごっ
こ遊び、水遊びなど　時間：午前 10 時～ 11 時 30 分　
【カンガルールーム】対象：０歳児（生後３か月から）、
１歳児　開催日：１月13 日・20 日・27 日・２月３日・
10 日（各水曜日）　【コアラルーム】対象：２歳児、３歳
児　開催日：１月12 日・14 日・19 日・21日・26 日・
28 日・２月２日・４日・９日（各火・木曜日）　場所・
問合せ：ひばり子育て支援センター☎ 296－5694

　外出するのはちょっと大変という方に、保育士・看
護師が適切なアドバイスをします。
受付期間：平日（月～金）　午前９時～午後５時　問
合せ：ひばり子育て支援センター☎ 296－5694

　入園前の幼児を対象に、親子で参加できる保育体
験を実施しています。
日時：１月13日（水）・22日（金）・２月３日（水）・９日（火）　
午前９時 30 分～午後０時 30 分　対象：平成 23 年
４月２日～平成 24 年４月１日生まれの幼児と保護者　
費用：保険料 600 円（初回のみ）　場所・問合せ：町
立鳩山幼稚園☎ 296－0592

つどいの広場（ぽっぽ） 
子育て教養講座

はとやま子育てネットワーク くるっくー

ママのおしゃべりタイム 

ひばりキッズルーム

ひばり子育て相談（電話相談）

町立鳩山幼稚園保育体験

子育て支援情報

水道メーターの検針にご協力ください

毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
平成28年度入札参加資格審査

申請の追加受付を行います

交通遺児等援護金をご利用ください

※おしらせのページはこちらのページから始まります

　町では、各ご家庭の水道メーター検針のため、委託
会社の検針員が２か月に一度（奇数月の中旬ごろ）お
伺いしています。正確かつスムーズに検針ができま
すよう、下記のことにご協力をお願いします。
◆ メーターボックスの周囲やボックス内はいつもき

れいにしておいてください。
◆ メーターボックスの上には荷物などを置かないよ

うにお願いします。車両があるときには、お客様ご
自身での移動をお願いします。

◆ 検針の際には、犬をメーターから離れた場所につ
ないでいただくか、立ち会いでの検針をお願いす
る場合があります。

◆ 家の増改築などでメーターが床下や室内になると
きは、検針のできる位置に移設をお願いします。
問合せ　役場水道課☎ 296－1228

受付期間：２月１日（月）～ 12 日（金）　午前９時～
11 時 30 分、午後１時～４時（土・日・祝日は除く）　
提出方法：持参または郵送（必着）　業種：①建設工
事　②設計・調査・測量　③物品・その他　※申
請書類は、業種別に①イエロー、②グリーン、③グレー
のＡ４個別フォルダにとじて提出　要領・様式の配
布：組合ホームページ（http://www.mohgesuidou.
or.jp/）からダウンロード　有効期限：平成 28 年４月
１日～平成 29 年３月 31日　受付場所・提出先・問
合せ ：毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合 総務担
当☎ 294－9333（毛呂山町川角 1510）

　埼玉県交通安全対策協議会では、県内に在住する
交通遺児等を対象に援護金を給付しています。
対象：交通事故により死亡または重い障がいを負っ
た保護者に養育されている、平成９年４月２日以降に
生まれた乳幼児ならびに児童・生徒　※給付対象と
なるためには、同居世帯で一定の所得制限がありま
す（子ども１人の場合は 274 万円以下など）。詳しくは
下記までお問い合わせください。　給付額：子ども
１人につき年額 10 万円　給付時期：４月末日　受
付期限：１月末日（申請書は役場健康福祉課で配布
しています。）　問合せ：県防犯・交通安全課☎ 048
－830－2958

１月中旬～２月上旬

予防接種の副作用被害救済給付を
行います

国民健康保険税は全額社会保険料
控除の対象になります

国民健康保険加入の方は
平成27年中の申告をご協力ください

「はたちの献血キャンペーン」

プレミアム付物産観光券「埼玉O･MO･TE･NA･SHI
物産観光券」

利用期間は１月31日まで

１月10日は『110番の日』
～110番は緊急通報です～

必ずチェック！最低賃金

　平成 25 年３月31日までに、市町村の助成により下記
のいずれかのワクチンを接種した方のうち、接種後に何
らかの症状が生じて医療機関を受診した方は、接種と
の関連性が認定されると、医療費・医療手当が支給さ
れる場合があります。お心当たりのある方は、具体的な
請求方法等について下記の救済制度相談窓口に至急
お問い合せください。
対象ワクチン：ヒトパピローマウイルスワクチン、ヒブワ
クチン、小児用肺炎球菌ワクチン　請求可能期限：医
療費の支払いが行われたときから５年以内　問合せ：
独立行政法人医薬品医療機器総合機構☎ 0120－149
－931（フリーダイヤル）※フリーダイヤルがご利用にな
れない場合は☎ 03－3506－9411（有料）

　平成 27 年１月～ 12 月までにお支払いいただいた
国民健康保険税は、確定申告および町・県民税申告
において全額社会保険料控除の対象になります。
　控除を受けるには次の書類が必要となります。
【一般納付の方】領収書等　【口座振替の方】「口座振
替納付済通知書」（１月下旬送付予定）等　【特別徴
収（年金天引き）の方】日本年金機構などから送付さ
れる「公的年金等の源泉徴収票」等
　所得申告参考資料の発行を希望される場合は、役
場税務課または役場東出張所で随時発行しますの
で、窓口までお越しください。発行にあたり、窓口にい
らした方のご本人確認をさせていただきますので、運
転免許証や健康保険証等の身分確認ができるものを
お持ちください。
問合せ　役場税務課☎ 296－5892

　冬期は献血者が減少しがちです。新たに成人式を迎
える「はたち」の方 を々中心に、皆さまのご協力をお願い
します。
期間：１月１日（祝・金）～２月29日（月）までの２か月
間　※２月26日（金）に町内でも献血を実施予定（詳細
は２月号でご案内します）　内容：期間内に献血にご協
力いただいた新成人の皆さまに記念品を贈呈します。　
対象：記念品贈呈は新成人（平成 28 年に成人式を迎
える方）のみ　※献血は16 歳～ 64 歳まで（詳しくは赤
十字血液センターのホームページをご確認ください。）　
問合せ：県薬務課☎ 048－830－3635

　２月１日（月）以降はご利用いただけなくなります。
期限までにご利用くださるようお願いします。なお、
理由に関わらず、払戻しはできませんのでご注意くだ
さい。
問合せ　県物産観光券事務局☎ 048－871－6984

　納税義務者である世帯主の方をはじめ、国民健康
保険に加入されている 16 歳以上の方は、全員申告が
必要です。申告がないと、国民健康保険税額の軽減措
置が受けられないだけでなく、高額療養費の自己負
担限度額などが正しく計算できませんので、所得が
ない方についても必ず申告をしてください。
問合せ　役場税務課☎ 296－5892

　110 番は、犯罪や事故にあったとき、県民と警察を結
ぶ「緊急通報の専用電話」です！
　県警察には、年間約 65 万件の 110 番通報が寄せら
れています。このうち、約３割にあたる約 16 万件が緊急
性のない各種照会や間違い・いたずらなどの通報であ
り、これらの通報が緊急を要する110 番通報への対応
を遅らせる原因ともなっています。
　急を要さない要望・相談・苦情･各種照会は、けい
さつ総合相談センター（☎♯9110 または 048－822－
9110）、もしくは西入間警察署（☎ 284－0110）までお電話
をお願いします。

　埼玉県最低賃金は、平成 27 年 10 月 1 日から「時
間額 820 円」に改定されています。なお、特定の産業
については別途特定（産業別）最低賃金が適用されま
す。
　詳しくは、埼玉労働局賃金室（☎ 048－600－6205）
または最寄りの川越労働基準監督署（☎ 049－242－
0892）へお問い合わせください。
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人口と世帯

１月の納税・納付

12 月１日現在、（　）は対前月比

11 月の出生数 ７人

人口
男
女

世帯

14,381人
7,092人
7,289人

5,932世帯

（＋ ２）
（＋ １）
（＋ １）
（＋ ５）

町・県民税
国民健康保険税　　　　　　　　
後期高齢者医療保険料　　　　　
介護保険料　

（第４期）
（第７期）
（第７期）
（第７期）

●納期限を過ぎないよう、コンビニ納付や
　口座振替をご利用ください。

編
・
集
・
室

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

７
㌻
に
掲
載
し
た「
ふ
れ
あ
い
講
演

会
」で
、生
徒
た
ち
は
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、感
想
文
を
見

る
と
、き
ち
ん
と
心
に
刻
み
込
ま
れ
た

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

編
集
中
に
、鳩
山
中
学
校
１
年
生
３

名
が
町
役
場
に
社
会
体
験
に
来
ま
し

た
。１
年
生
全
員
が
各
班
に
分
か
れ
、

延
べ
31
の
事
業
所
等
で
３
日
間
、仕
事

の
一
部
を
体
験
す
る
事
業
で
す
。

訂正とお詫び
　「広報はとやま」12 月号、９ページ
の「はとやま雑感」の記事内、「渡辺和
郎」氏のふりがな「わたなべかずろう」
は「わたなべかずお」氏の誤りでした。
訂正してお詫びいたします。

　
　
　

追
憶

　

先
生
と
の
尊
い
出
会
い
は
格
別
で
す
。私
に
と
っ
て
忘
れ
る
事
の

で
き
な
い
一
番
の
恩
師
は
、小
学
六
年
生
の
担
任
の
先
生
で
す
。

　

九
年
前
、突
然
恩
師
の
訃
報
に
接
し
号
泣
し
ま
し
た
。自
分
の
姿

に
改
め
て
先
生
の
大
き
さ
を
実
感
し
、そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
た
父

の
面
影
を
偲
ぶ
思
い
で
し
た
。

　

こ
の
頃
で
す
、私
に
短
歌
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
の
は
。

新
聞
に
一
般
投
稿
さ
れ
た
一
首
に
深
く
癒
さ
れ
ま
し
た
。短
歌
に
引

か
れ
読
ん
で
は
楽
し
む
日
々
が
数
年
続
き
ま
し
た
。

　

や
が
て
子
ど
も
が
小
学
校
に
入
学
し
た
年
に
、偶
然
図
書
館
で
短

歌
講
座
の
存
在
を
知
り
申
し
込
み
ま
し
た
。読
む
の
と
詠
む
事
は
大

違
い
で
す
。推
敲
を
積
み
や
っ
と
一
首
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　

恩
師
逝
く
訃
報
に
号
泣
す
る
我
の

　
　
　
　
　
　

心
に
浮
か
ぶ
在
り
し
日
の
声

　

不
思
議
な
事
で
す
が
、私
は
先
生
の
お
声
が
聞
き
た
く
て
、ご
自

宅
に
お
電
話
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
「
典
ち
ゃ
ん
遊
び
に
来
な
い
か
。」

　

温
か
い
先
生
の
お
声
は
今
も
私
の
中
に
、こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
半
年
後
、先
生
は
永
眠
な
さ
っ
た
の
で
す
。奇
し
く
も
父
の

誕
生
日
の
前
日
の
事
で
し
た
。そ
の
後
ス
ー
ツ
姿
の
先
生
と
夢
で
お

会
い
で
き
た
事
を
、奥
様
に
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

水
村 

典
子（
鳩
ヶ
丘
）

◆�このコーナーではご家族・ご友人などに向けた「作文」
「手紙」「作品」などをご紹介いたします。
◆�自分の想いを形に残したい、あの人のあの想いや言葉
を形に残したい、という方がいらっしゃいましたら、ぜ
ひ左記までご連絡ください。（先着順）
◆�お寄せいただいた内容が、広報紙への掲載には不適切
である場合や指定分量（文字数500字程度）を超える
場合、掲載をお断りするか、編集のご相談をさせていた
だくことがあります。また、内容によっては「みんなの広
場」の投稿欄などに掲載する場合もあります。何卒ご容
赦願います。

伝承鳩
～文字でつなぐ 人の心～

でん ばとしょう

　

教
育
の
現
場
で
は
、私
た
ち
大
人
が

参
考
に
な
る
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
会
い
や
学
び
の
心
を
忘
れ
ず
に
、

今
年
も
広
報
活
動
に
励
み
ま
す
。皆
さ

ま
に
も
、多
く
の
素
敵
な
出
会
い
が
訪

れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。（
黒
田
）

※ 「
広
報
写
真
で
振
り
返
る
町
の
歴
史
」は
、

今
月
は
お
休
み
し
ま
し
た
。

冬の交通事故防止運動に伴い、
交通安全の呼びかけをする鳩
山中学校の生徒たち


